
一般財団法人沖縄県剣道連盟役員選出内規 

 
（目的） 
第１条  この内規は評議員、理事等の役員選出に際し、理事会又は評議員会が 

それらの候補者を選定する基準を定めるものである。 

 
（評議員） 
第２条  評議員は、評議員会において各加盟団体の会長、副会長又は役員（顧 

問、参与は除く）から１名を選出する。 
  ２ 評議員は理事及び監事を兼ねることができない。 
  ３ 原則として五段以上の有段者で、現在でも実技の修錬を続けているも

のであること。 

 
（理事） 
第３条 理事は、原則として３０名以内とし連盟１０名以上、学校体育関係２名 

以上、選出し、会長が委嘱する 
２ 理事は原則として就任時に７５歳未満、六段以上の有段者で現在でも実

技の修錬を続けている者であること。ただし、会長職を除く。 
３ 理事の選出区分は別表のとおり。 

 
（監事） 
第４条 監事は、会長が推薦し評議員会で選出する 
 ２ 監事は、原則として就任時に７５歳未満の有段者で、現在でも実技の修

錬を続けている者であること。 
  ３ 監事は理事を兼ねることができない。 

 
（常任理事） 
第５条 常任理事は、日常の業務処理に対応することから事務所所在地近郊の

理事の中から若干名を定めるものとする。 
  ２ 原則として、総務部、行事部、審査部、審判部、居合道・杖道部、競技

力対策部、普及推進部、医・科学部及び女子部の部長は常任理事を指名す

るものとする 

 
 
 



（顧問及び参与） 
第６条 顧問及び参与は、会長が理事会に諮って委嘱する。 

２ 原則として顧問は、会長の職にあった者、範士受有者及び沖縄県剣道連

盟に特に功労があった者、参与は副会長、専務理事の職あった者及び八段

受有者であること。 
３ 顧問及び参与は、原則として８０歳未満、会長の諮問に答えられる者で

なければならない。 
４ そのほかに会長が必要と認め、理事会の承認があれば顧問又は参与に委

嘱することができる。 

 
（審議員） 
第７条 審議員は、範士八段、八段及び教士七段以上の中から、会長が理事会 

に諮って委嘱する。 
２ 審議員は、原則として８０歳未満、現在でも実技の修錬を続けているも

のであること。 
３ そのほかに会長が必要と認め理事会の承認があれば審議員に委嘱する

ことができる。 

 
（改正） 
第８条 この内規は理事会の承認を得て変更することができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



別 表        理事選出区分 

 役職 役職 選出区分 人数 

１ 理事 会長 連盟指名 １ 

２ 理事 副会長 連盟指名 １ 

３ 理事 副会長 連盟指名 １ 

４ 理事 副会長 連盟指名 １ 

５ 理事 専務理事 連盟指名 １ 

６ 理事 事務局長 連盟指名 １ 

７ 理事 総務担当部長 連盟指名 １ 

８ 理事 行事担当部長 連盟指名 １ 

９ 理事 審判担当部長 連盟指名 １ 

１０ 理事 審査担当部長 連盟指名 １ 

１１ 理事 競技力向上担当部長 連盟指名 １ 

１２ 理事 居合・杖道担当部長 連盟指名 １ 

１３ 理事 普及推進担当部長 連盟指名 １ 

１４ 理事 医・科学部担当部長 連盟指名 １ 

１５ 理事 総務担当副部長 連盟指名 １ 

１６ 理事 行事担当副部長 連盟指名 １ 

１７ 理事 審判担当副部長 連盟指名 １ 

１８ 理事 審査担当副部長 連盟指名 １ 

１９ 理事 競技力向上担当副部長 連盟指名 １ 

２０ 理事 居合・杖道担当副部長 連盟指名 １ 

２１ 理事 普及推進担当副部長 連盟指名 １ 

２２ 理事 医・科学部担当副部長 連盟指名 １ 

２３ 理事 総務広報担当 連盟指名 １ 

２４ 理事 学校関係 高体連専門委員長 １ 

２５ 理事 学校関係 中体連専門部長 １ 

２６ 理事 ----------- 連盟指名 １ 

２７ 理事 ----------- 連盟指名 １ 

２８ 理事 ----------- 連盟指名 １ 

２９ 理事 ----------- 連盟指名 １ 

３０ 理事 ----------- 連盟指名 １ 

附則  この内規は平成２８年３月２０日から施行する。 
附則  この内規は令和２年６月２７日から施行する。 



附則  この内規は令和６年６月２３日から施行する。 
附則  この内規は令和８年６月２８日から施行する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


